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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 22,550 3.0 2,964 △2.0 3,038 15.1 2,168 28.0

2021年3月期第3四半期 21,900 51.5 3,025 214.3 2,638 185.8 1,694 131.3

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　2,235百万円 （11.7％） 2021年3月期第3四半期　　2,001百万円 （200.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 235.61 233.30

2021年3月期第3四半期 184.28 183.35

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 27,953 14,661 52.1 1,581.01

2021年3月期 24,758 13,190 53.1 1,429.56

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 14,556百万円 2021年3月期 13,150百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 65.00 65.00

2022年3月期 ― 30.00 ―

2022年3月期（予想） 55.00 85.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

配当予想の修正の詳細につきましては、本日（2022年２月14日）公表いたしました「期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 8.7 4,250 7.0 4,279 17.7 3,022 15.4 328.38

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2022年３月期の連結業績予想における１株当たり当期純利益は、当第３四半期末の自己株式数をもとに算出した期中平均株式数より算出しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に

　　　特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 10,152,000 株 2021年3月期 10,152,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 944,863 株 2021年3月期 953,160 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 9,203,874 株 2021年3月期3Q 9,193,033 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、民間設備投資や生産に持ち直しの動きが見られるものの、原

材料、原油価格の高騰や依然として新型コロナウイルス感染症収束の見通しが立たない等、先行き不透明な状況が

続いております。世界経済においても、ワクチン接種が進み、経済活動は正常化に向かいつつありますが、新型コ

ロナウイルス変異株の動向、米中貿易摩擦の長期化等依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの業績に影響を及ぼす半導体業界は、新型コロナウイルス感染症拡大を契機としたデジタルトラン

スフォーメーション投資の加速やオンラインコミュニケーションの増加等に伴い、次世代通信規格5G、高性能パソ

コンやデータセンター関連需要等が追い風となり堅調に推移しています。Semiconductor Equipment and Materials 

International（SEMI）が発表した2021年第３四半期の世界半導体製造装置市場統計によると、半導体製造装置販

売額は、台湾、韓国、中国、北米等で前年同期比増となり、世界全体では前年同期比38％増の26,790百万ドルとな

りました。

また、FPD(フラットパネルディスプレイ)関連業界は、上昇を続けていた液晶パネル価格が夏場以降に値下がり

に転じたこと等により、有機ELパネルへの設備投資が加速している状況です。

このような状況下、当社グループは海外では半導体・FPD関連企業、国内では製薬・半導体関連企業を中心に積

極的な営業活動を展開し、受注獲得に努めてまいりました。

これらの事業活動により、水処理装置については、旺盛な半導体設備需要を背景に韓国、中国・台湾の半導体関

連企業からの受注が増加したことに加え、国内外の水処理装置案件が順調に進捗し、売上高は14,219百万円（前年

同期比9.1％減）と前年同期に続き高水準となりました。また、メンテナンス及び消耗品については、半導体関連

企業を中心に各地域で受注が堅調に推移し、売上高は7,385百万円（同28.8％増）となりました。その他の事業に

ついては、国内、中国・台湾において半導体装置向け配管材料の受注が大幅に増加し、売上高は944百万円（同

81.7％増）となりました。

利益面については、中国・台湾の一部低採算案件が売上計上されたこと等により、売上総利益率が前年同期比

0.4ポイント低下したことに加え、人件費の増加、基幹システム更新等により販売費及び一般管理費が増加したこ

とにより、営業利益は前年同期を下回りましたが、営業外収益に為替差益を計上したことと、前年同期には営業外

費用に貸倒引当金繰入額を計上したこと等により、経常利益以下の各段階利益では前年同期を上回りました。

以上の結果、受注高は27,005百万円（同38.2％増）、売上高は22,550百万円（同3.0％増）、営業利益は2,964百

万円（同2.0％減）、経常利益は3,038百万円（同15.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,168百万円

（同28.0％増）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症拡大による業績への大きな影響は見られ

ませんでした。

（２）連結財政状態に関する説明

当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べて3,194百万円増加し、27,953百万円となりました。これ

は主に、受取手形、売掛金及び契約資産が1,066百万円、仕掛品が838百万円それぞれ増加したこと等によるもので

あります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,723百万円増加し、13,291百万円となりました。これは主に、流動負

債のその他が1,028百万円、支払手形及び買掛金が606百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

また、純資産については、前連結会計年度末に比べて1,471百万円増加し、14,661百万円となりました。これは

主に、利益剰余金が1,294百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年10月26日に公表しました連結業績予想に変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前連結会計年度

（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（2021年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,860,518 10,462,194

受取手形及び売掛金 8,835,750 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 9,901,852

電子記録債権 743,979 867,321

商品及び製品 127,094 67,186

仕掛品 360,385 1,199,142

原材料及び貯蔵品 304,735 384,122

その他 1,504,827 1,900,613

貸倒引当金 △357,442 △369,816

流動資産合計 21,379,847 24,412,616

固定資産

有形固定資産 1,836,095 1,812,777

無形固定資産 13,583 168,961

投資その他の資産 1,529,273 1,558,969

固定資産合計 3,378,952 3,540,708

資産合計 24,758,799 27,953,325

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,421,620 5,028,570

短期借入金 2,604,060 3,004,770

未払金 1,607,639 1,848,280

未払法人税等 998,106 447,094

製品保証引当金 64,000 173,000

工事損失引当金 9,073 253

賞与引当金 309,730 181,364

役員賞与引当金 12,280 37,637

資産除去債務 10,628 10,628

その他 1,090,852 2,119,246

流動負債合計 11,127,991 12,850,846

固定負債

退職給付に係る負債 13,903 12,375

役員退職慰労引当金 259,283 250,515

その他 167,153 177,673

固定負債合計 440,339 440,564

負債合計 11,568,331 13,291,411

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度

（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（2021年12月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 2,236,800 2,236,800

資本剰余金 2,103,822 2,144,814

利益剰余金 8,447,950 9,742,343

自己株式 △457,180 △453,620

株主資本合計 12,331,393 13,670,337

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 204,844 151,940

為替換算調整勘定 614,115 734,372

その他の包括利益累計額合計 818,960 886,312

新株予約権 40,114 105,263

純資産合計 13,190,468 14,661,913

負債純資産合計 24,758,799 27,953,325
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 21,900,691 22,550,852

売上原価 16,657,477 17,250,977

売上総利益 5,243,214 5,299,875

販売費及び一般管理費 2,217,719 2,334,904

営業利益 3,025,495 2,964,970

営業外収益

受取利息 13,882 12,356

受取配当金 11,015 11,683

受取家賃 16,465 18,916

為替差益 － 44,082

その他 4,613 11,329

営業外収益合計 45,977 98,368

営業外費用

支払利息 25,413 23,444

為替差損 53,636 －

貸倒引当金繰入額 351,647 －

その他 1,936 1,540

営業外費用合計 432,633 24,984

経常利益 2,638,839 3,038,354

特別利益

固定資産売却益 1,612 587

新株予約権戻入益 1,687 －

特別利益合計 3,299 587

特別損失

固定資産売却損 － 4

固定資産除却損 24,097 315

役員退職慰労金 － 3,700

特別損失合計 24,097 4,019

税金等調整前四半期純利益 2,618,041 3,034,921

法人税等 923,906 866,389

四半期純利益 1,694,134 2,168,532

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,694,134 2,168,532

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,694,134 2,168,532

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 136,448 △52,904

為替換算調整勘定 171,412 120,256

その他の包括利益合計 307,860 67,351

四半期包括利益 2,001,995 2,235,884

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,001,995 2,235,884

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、工事契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基

準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一

定の期間にわたり移転する場合には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期

間にわたり収益を認識する方法に変更しております。また、契約における開始日から完全に履行義務を充足する

と見込まれる時点までの期間がごく短い案件については、収益認識会計基準等で認められる代替的な取扱いを適

用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識

会計基準第86項また書き（1）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契

約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行っております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首

残高への影響もありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より、「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年

度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計

期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症拡大は、世界的な規模で経済活動に影響を及ぼしておりますが、現時点で第４四半期

以降における当社グループの活動への影響は軽微と判断して、繰延税金資産の回収可能性の判断等の会計上の見積

りを行っております。この場合においては、第４四半期以降の連結財務諸表に与える影響は軽微であると考えてお

りますが、今後更なる感染症拡大による経済活動の停滞等が生じた場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす

可能性があります。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

日本 アジア アメリカ 計

売上高

外部顧客への売上高 14,113,166 7,736,884 50,641 21,900,691 21,900,691

セグメント間の内部売上高又
は振替高 1,125,217 551,470 － 1,676,687 1,676,687

計 15,238,383 8,288,354 50,641 23,577,379 23,577,379

セグメント利益又は損失（△） 2,313,420 715,745 △3,670 3,025,495 3,025,495

（単位：千円）

報告セグメント
合計

日本 アジア アメリカ 計

売上高

外部顧客への売上高 12,413,471 9,951,363 186,016 22,550,852 22,550,852

セグメント間の内部売上高又
は振替高 1,235,600 501,163 － 1,736,763 1,736,763

計 13,649,072 10,452,526 186,016 24,287,615 24,287,615

セグメント利益 1,833,605 1,087,962 43,403 2,964,970 2,964,970

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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